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１ 国語 

学校番号 3033 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高等学校 現代文Ｂ 改訂版」（三省堂） 

副教材等 

「上級現代文Ⅰ」（桐原書店） 
「核心漢字 2500＋語彙 1000」（尚文出版） 

「現代文キーワード読解」（Ｚ会出版） 

「プレミアムカラー国語便覧」（数研出版） 

「現代文 センター試験国語過去問題 平成 29年～令和 4年＋プレテスト」（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ 

・現代文で培う力は教科を問わず必要となる基礎力です。「授業に集中する」「分からない言葉を調

べる」「課題や発問についてしっかりと考える」「自力で考え、質問し、説明は素直にしっかりと

聴く」。これまでと変わらず、以上のことに継続的に取り組むことで、国語力が身につきます。ま

た、大学受験を意識した演習問題にも取り組み、正解を導く過程、解答作成のために試行錯誤を繰

り返すことで、進路実現のための力を養成していきます。 

・主体的かつ積極的に授業や問題演習に取り組むことを通じて、多様なものの見方を学びつつ、自分

の考えを深めていってほしいと思います。 

２ 学習の到達目標 

・近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ

方、考え方を深める。 

・論理的な文章では、文章を批評することを通して考えを深め、発展させること、目的や課題に応じ

て情報を分析、整理して、自分の考えを効果的に表現することにつなげる。 

・文学的な文章では、人物の生き方や表現の仕方について話し合い、読書の幅を広げ、文字・活字文

化に対する理解を深める。 

・語彙力を豊かにし、言語感覚をより一層磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用

することによって、国語の向上を図り、人生を豊かにする態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し表現す

る力を進んで高める

とともに、国語を尊

重してその向上を図

ろうとする。 

目的や場に応じて

効果的に話し、的

確に聞き取ったり

して、自分の考え

を深め、発展させ

ている。 

必要な情報をも

とに、相手や目

的、課題に応じ

て適切な表現を

用いて、自分の

考えを深め、発

展させている。 

近代以降の文章

の的確な読解

や、目的に応じ

た幅広く読解を

通じて、自分の

考えを深め、発

展させている。 

言語文化及び

言葉の特徴や

決まりなどに

ついての理解

を深め、知識

を身に付けて

いる。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワークシ

ート等） 

行動の観察 

（発表等） 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート等） 

定期考査 

小テスト 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記 述 の 確 認

（ノート、ワ

ー ク シ ー ト

等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

二
部 

評
論 

教材： 

「虚ろなまなざし」 

ワークシート 

○  ◎  ○ 

a：一枚の写真が持つ力を通して、

物を見ること・伝えることにま

つわる問題について理解を深

めているか。 

c:一つの問題を取り上げた複数

のメディアによる報道を比較

し、メディアを単に批判するの

ではなく、それを通して自らを

批判的にとらえ直したりメデ

ィアを賢く利用したりする方

法について報告をまとめるこ

とができるか。 

e:メディアの権力性とともに、メ

ディアを批判する側の動機に

潜む恐れを分析し、主体性の幻

想とその問題について理解し

たか。 

a:行動の観察 

 記述の点検 

 

ｃ:記述の確認及 

び分析 

 

e:定期考査 

教材 

：「陰翳礼讃」 

ワークシート 

○   ◎ ○ 

a:「陰翳」が生み出す文化につい

て筆者の主張を理解できたか。 

d:坂口安吾『日本文化私観』、山

崎正和『日本文化と個人主義』

など、他の様々な日本文化論と

比較し、作品の読みを深め人間

や社会・文化について自分なり

に考えることができるか。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a、ｄ: 

行動の観察及 

び記述の点検 

 

ｅ:記述の確認及

び定期考査 

 

 

二
部 

小
説 

教材： 

「檸檬」 

ワークシート 

○ ◎   ○ 

a:教材の内容に関心を持ってい

るか。 

b:人物の心情や情景を把握して

朗読をすることができるか。  

e:私にとっての「檸檬」とはどの

ようなものであったかについ

て理解している。 

ａ、b: 

行動の観察 

 

ｅ：記述の点検と

確認及び定

期考査 

二
部 

評
論 

教材 

：「日本文化の雑種

性」 

ワークシート 

○   ◎ ○ 

a:日本文化について筆者の主張

を理解しようとしているか。 

d:筆者の「西洋文化」と「日本文

化」の対比を通して、作品の読

みを深め人間や社会・文化につ

いて自分なりに考えることが

できるか。 

e:文章の形態や文体の違い、具体

例の効果について理解してい

る。 

a、ｄ: 

行動の観察及 

び記述の点検 

 

ｅ:記述の確認及

び定期考査 
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１
学
期 

二
部 

評
論 

教材： 

「猫は後悔するか」 

ワークシート、 

 

○   ◎ ○ 

a:教材の内容に関心を持ってい

るか。 

d:一年生の時から学んできた構

造言語学の観点から、世界の

「分節」についてつかむことが

できたか。 

e:人間の思考と言語の関係につ

いて、説明することができる

か。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認と

分析及び定期

考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

２
学
期 

二
部 

評
論 

教材： 

「無常ということ」 

ワークシート 

○ ◎   ○ 

a:古典によって現代の感覚や考

え方を捉え直す筆者の発想を

学ぼうとしているか。 

b:朗読を通して、文章の展開や要

旨を的確にとらえているか。 

e:語句の意味・用法を理解してい

るか。筆者独特の比喩や対比表

現の効果を理解し、読みを深め

ることができるか。 

ａ、b: 

行動の観察 

 

ｅ：記述の点検と

確認及び定期

考査 

二
部 

評
論 

教材： 

「ぬくみ」 

ワークシート 

○  ◎ ◎ ○ 

a:「自由な個人」についての筆者

の考えを正確に汲み取り、自ら

と照らし合わせて主体的に考

えようとしているか。  

c・d:近現代の社会の変貌により、

「私」が揺らいでいくことの十

分な理解ができているか。 

e:「社会」と「個人」の在り方と

現代社会の問題点について把

握できているか。  

a、ｄ: 

行動の観察及 

び記述の点検 

 

c: 記述の点検

と確認 

 

e:記述の点検及

び定期考査 

 

二
部 

小
説 

教材： 

「鞄」 

ワークシート 

○ ◎   ○ 

a:主題と関連する比喩や象徴的

な意味を「鞄」の役割とつなげ

て考えようとしているか。 

b：比喩や象徴を通して見えてき

た主題を言葉にして述べるこ

とができるか。 

e:細やかな表現を通して登場人

物の思考や心理を理解できた

か。 

a:行動の観察 

 

c：課題提出 

記述の確認と

分析及び定

期考査 

 

e:記述の確認と

定期考査 

共
通
テ
ス
ト
問
題
演
習 

平成 29 年プレテスト 

教材：「路地がまちの

記憶をつなぐ」「捨て

る」 

平成 30 年プレテスト 

教材：「ポスター・著

作権法」「紙・永遠の

百合」 

 

○ ◎   ○ 

 a:過去に出題されたセンター試

験について、その出題の傾向を

理解しようとしているか。 

b:抽象的、象徴的な事柄の読解に

ついて、自分なりの読解を深め

相互批評できているか。 

e:共通テストの形式や傾向をつ

かみ、本番に備えることができ

ている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:行動の観察 

 

e:定期考査 
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２
学
期 

共
通
テ
ス
ト
問
題
演
習 

令和 3 年共通テスト 

教材：「江戸の妖怪

革命・ノート（歯車）」

「羽織と時計・資料

（師走文壇の一瞥）」 

○ ◎   ○ 

a:過去に出題された共通テスト

について、その出題の傾向を理

解しようとしているか。  

b:抽象的、象徴的な事柄の読解に

ついて、自分なりの読解を深め

相互批評できているか。 

e:難解な用語や言い回しを読み

解き、趣旨を正確に捉えること

ができるか。主人公の言動か

ら、心情を推測する手がかりを

つかむことができたか。 

ａ、ｂ、ｅ： 

行動の観察と確

認及び分析 

共
通
テ
ス
ト
問
題
演
習 

平成 29 年本試 

教材：「科学のコミュ

ニケーション」「秋の

一日」 

平成 29 年追試 

教材：「科学技術・地

球システム・人間」 

「青ざめた行列」 

平成 30 年本試 

教材：「デザインド・リ

アリティ」「キュウリい

ろいろ」 

○  ◎  ○ 

ａ:過去に出題されたセンター試

験について、その出題の傾向を

理解しようとしているか。 

ｃ:文章全体の構成とその論旨を

把握するために 100 字程度で

要旨をまとめることができる

か。 

ｅ:選択肢の検討時に必ず判断の

よりどころとなる根拠を文章

中に求めることができている

か。 

ａ：行動の観察 

 

c：課題提出 

 

ｅ:記述の確認 

 

３
学
期 

共
通
テ
ス
ト
問
題
演
習 

平成 31 年本試 

教材：「翻訳をめぐる

七つの非実践的な

断章」「花の精」 

令和２年本試 

教材：「境界の現象

学」「翳」 

○ ◎   ○ 

a:過去に出題されたセンター試

験について、その出題の傾向を

理解しようとしているか。 

b:文学的文章として小説を鑑賞

し、テーマについて、考えを深

め、話し合うことができたか。 

ｅ:語句の意味を捉える際、感覚

的に文脈に合いそうなものを

選ぶのではなく、辞書的な意味

にも文脈的な意味にも合うこ

との重要性が理解できたか。 

ａ、ｂ、ｅ： 

行動の観察と確 

認 

 

共
通
テ
ス
ト
問
題
演
習 

令和 4 年共通テスト 

教材：柏木博『視覚

の生命力―イメージ

の復権』 

呉谷充利『ル・コルビ

ュジエと近代絵画―

二〇世紀モダニズム

の道程』 

梅崎春生『飢えの季

節』 

○ ◎   ○ 

a:過去に出題された共通テスト

について、その出題の傾向を理

解しようとしているか。  

b:抽象的、象徴的な事柄の読解に

ついて、自分なりの読解を深め

相互批評できているか。 

e:論旨や作品の時代状況を正確

に捉え、主人公の言動から、心

情を推測する手がかりをつか

むことができたか。 

ａ、ｂ、ｅ： 

行動の観察と確

認及び分析 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む

こと」）に関わる観点には◎を付している。 


